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№１４８ 

令和３年 

TEL 922-4035 FAX 922-4036 

（行政窓口）  TEL 922-2461 

人 口 14,028 世帯数 6,851  

令和３年 6 月 1 日現在 

 

 

 ６／８（火）に、山口総合支援学校小等部の

皆さんがセンター駐車場の花壇をきれいにし

てくれました♪ 

 今回は花壇の土を入れ替えて、ジニア、ニチ

ニチ草、メランポジウムなどたくさんの花を植

えました。大歳まちづくり協議会主催の花壇

コンテストにも応募する予定です！ 

 暑い中本当にありがとうございました。今後

はセンター職員が大切に育てていきます。 

地域の皆様も、センターにお立ち寄りの際

は、ぜひ見ていってくださいね♪ 
 
  

７月号 

発行 大歳地域交流センター 

開館時間 8 時 30 分～17 時 15 分  

 

 
 「第３５回おおとし夏まつり」につきまして、新型コロナウイルスの感染拡大防

止の為、今年度の実施を中止することといたしました。 

 昨年に引き続き、楽しみにされていらした方には、大変申し訳ございません

が、ご理解の程よろしくお願いいたします。 

 

 

【問い合わせ】大歳まちづくり協議会 

TEL：０８３－９２０－１７００ 

 大歳地区社会福祉協議会の事業の一環として、下記の日程で「お花づくり」を行います。
気軽に楽しく取り組めて、地域のお友達づくりにもつながります。たくさんの方に参加してい
ただきたいと思いますので、お誘いあわせの上ご参加ください。 
日 時：【７月】１９日  【８月】２日、９日、１６日、２３日、３０日  【９月】６日、１３日 
     ※すべて月曜日です。都合のいい日だけの参加でも構いません。 
時 間：９：００～１２：００  場 所：大歳地域交流センター 
持参物：工作ハサミ、おしぼり 
連絡先：大窪（０８０－２９０４－８１９３）※参加したい方や興味のある方はご連絡ください。 

題名：うさぎ 

作者：浜野内 結心 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

日 時： ７月１４日（水）１０：００～１２：００ 

       （※受付は９：３０から） 

場 所： 大歳地域交流センター２Ｆ 和室 

対 象：乳幼児とその保護者（定員：８組） 

持ち物：歯ブラシ、タオル 

申 込：大歳地域交流センター 

（０８３－９２２－４０３５）まで 

電話申し込みをしてください。 

※７／１（木）から申込受付開始です。 

 

令和３年７月            大歳交流センターだより             Ｎｏ.１４８ 

 

 

 

  

   

 

 

     

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

日   時：８月２９日（日）８：３０～１１：００ 

場   所：大歳小学校グラウンド 

参加対象：小学４年生以上のどなたでも参

加できます。 

申込方法：氏名、自治会名、年齢、連絡先を 

大歳まちづくり協議会 

（９２０－１７００）まで。      

※８月２０日（金）締め切り。 

持参物：運動できる服装、帽子、タオル、飲み物 

※当日はマスクの着用をお願いします。 

※道具のない人は主催者で用意し、ルール説明は

当日します。 

 たいせつな歯を守るために、正しい歯の磨

き方を歯科衛生士さんのお話を聞きながら

学びませんか？ 

いつもは水曜日に交流センターで活動していますが、年に

2～3 回、外ヨガや寺ヨガ、ランチヨガなどをしています。自然

の中でリフレッシュ♪山口市の名所でヨガをし、ふるさと再発

見☆地元の美味しいものを食べながら、楽しくコミュニケーシ

ョン。交流がぐんと深まります♪ 

地域活性化も意識しており、大歳、山口市、山口県の身近

な良さを味わいながら、人と交流し、より豊かに暮らしていく。

もしかしたら今の時代にぴったりなのかも知れません☆ 

 

来てくださる方々の心と体がより健康に、明るく元気に毎日を過ご

せるように、それを第一に考えており、お悩みにそったセルフケアの方

法などもお伝えしています。 

大歳ヨガ教室に興味のある方は、まず一度、大歳地域交流センター 

（地域担当：０８３－９２２－４０３５）までご連絡ください♪ 
 

～外ヨガの様子～ 

～ランチヨガ～ 

経験者をはじめ、初心者の方、家族でのご
参加、お待ちしております♪ 

 ～主事のひとり言～ 

もう間もなく、小学校の夏休みがやってきますね。大歳地域交流センターでは、「夏休みこ

ども講座」を鋭意企画中です！ 

申し込みチラシを作成し、７月１日に大歳小学校へ配布するのと同時に、大歳地域交流セ

ンターへ配置する予定です。 

大歳地区在住で、大歳小学校以外の小学校へ通っているお子さんがいらっしゃる場合は、

お手数ですが、大歳地域交流センターまで申し込みチラシを取りに来ていただければと思い

ます。夏休みの楽しい思い出になりますように．．．乞うご期待！ 

 

ボソ．．． 

    ボソ… 



 

  

 ６月５日（土）、毎年恒例、大歳地区老人クラブの皆さんが、大歳地域交流センターの大
掃除をしてくださいました♪ 
 窓拭きや、駐車場は生垣の剪定など、普段職員の手が行き届かない箇所まで、丁寧に掃
除をしていただけました。 
利用者の方々にとって、気持ちの良い空間になりました。本当にありがとうございました！ 

今月はヨガの体験会です♪リラックスした

気持ちで体を動かして、みんなで楽しく過ご

しましょう！ぜひご参加くださいね♪ 

内 容：健康ヨガ体験 

（タオルを使ったヨガ体操） 

日 時：７月１７日（土）１３：３０～１５：３０ 

場 所：大歳地域交流センター２階 講堂 

参加費：１００円 

講 師：岡崎千絵 先生 

持参物：バスタオル、フェイスタオル 

       （あればヨガマット） 

問い合わせ先：大窪（０８０－２９０４－８１９３） 

 ７月の太陽クラブは、「朗読劇やまぐち」の
方々をお招きして、朗読劇の上演会を行いま
すよ♪ 
参加費は無料です。ぜひご参加ください！ 
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1 日(木) 燃やせないごみの日 

08 日（木） 肺がん検診（9：00～15：00） 

9 日(金) ぶっくん来館日(15:20～16:00) 

12 日(月） 金属・小型家電製品 

14 日(水) 母推さん子育て応援講座(10:00～12:00) 

16 日(金) 子育てサークル太陽クラブ（10：00～13：00） 

17 日(土) 大人の居場所（13：30～15：30） 

19 日(月） ペーパーフラワーづくり（9：00～12：00） 

21 日(水) びん・かん 

 

23 日(金・祝） ぶっくん来館日(15:30～16:00) 

26 日(月) 古紙ペットボトル分別収集(大歳①) 

29 日(木） 古紙ペットボトル分別収集(大歳②) 

※木曜日はプラ容器包装分別収集 

※７月に予定しておりました「防災の日イベント」は延期に

なりました。 

※ふしの川水系クリーンキャンペーン 

≪7 月 15日（木）～7月 21日（木）≫ 

【大歳地区          の行事予定】 

 

 

日 時：７月１６日（金）１０：００～ 

場 所：大歳地域交流センター  

２階 講堂 

持ち物：飲み物 

定 員：未就園児の親子（１０組程度） 

申込先：竹中（０９０－７１３６－８３０５） 

※申込期間：７月２日（金）～７月９日（金） 
※申し込み不要です。直接ご参加ください。 
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大歳のエトセトラ ９１ 

大歳の伝説 その５ 馬庭の大岩 

朝田川に沿って馬庭へ行く道の途中に坂道があり、川が大きく蛇行しているため橋が架かっています。ここを

大岩口と言い、大きな岩が２つ川の中にあるため、交通の難所でした。昭和の初期、道路が拡大・舗装された時、

１つは爆破して取り除かれました。残った１つが今も大岩と呼ばれ、伝説を残しています。 

その昔、山姥
やまんば

が両手に大きな荷物を持って、山からここまで降りてきましたが、忘れ物をしたことに気づき、

荷物を置いて引き返し、荷物はそのまま放置され大岩になったという伝説です。忘れものを思い出したのに、荷

物を忘れたままにするとは認知症の初期症状丸出しの行動ですが、山姥に大岩が運べるのかという疑問に突き当

たります。山姥は人を食うなどの凶悪な存在とされたり、母性溢れる存在となったりしますが、人とあまり変わ

らぬ大きさと考えられているからです。 

巨岩や湖などを生み出す力をもつものとして各地に巨人伝説が残っています。ただ巨人は神聖なものは巨大で

あったという古代人の信仰の系譜を引いているため人間を助ける伝説であることが多く、忘れ物が通行の邪魔に

なるのでは、巨人の出番はなさそうです。 

こうして山姥の登場となったのでしょうが、一体山姥はどこから降りて来たのでしょう。 

朝田から馬庭、阿仙原までは一本道です。山から下りて、この道を朝田方面に向かったのなら大事件です。山

姥が日常的に阿仙原、馬庭の集落を通り抜けていたのでは、人と山姥の平和的共存は不可能です。 

馬庭では年に５回お祭りをしています。４月に権現山の火と水の神様の祭りとお大師様、８月に木崎山の風の

神の祭りと、お地蔵様、１２月に森様の祭りです。この結果、集落の北北東の権現山と東南東の木崎山を結ぶ線

に結界がはられ、鬼門の丑寅（北東）から災厄が入り込むのを防いでいます。それでも進入した災厄はお大師様

とお地蔵様の力で取り除くという万全の態勢ですから山姥の入り込む余地はなさそうです。もっとも、これらの

祭りは集落が共同で行う田植えや稲刈りなどの共同作業（結）の打ち合わせの場でもあったようです。 

阿仙原から西にいくと、この一帯では一番高い榾
ほた

木
ぎ

山があります。ここが里山に住めない山姥にとって最適の

住処だったのでは？ この山から下りてきて大岩口に出れば馬庭の南西、つまり裏鬼門にでることになり、妖怪

仲間との出会いも期待できたでしょう。 

それにしても、山姥はなぜ出てきたのでしょう。ひょっとすると夜泣きが激しい我が子（出産が可能とは考え

にくいので、食べるためにさらってきたが、あまりの可愛さについ育てるようになった？）のために、五の宮の

近くにある夜泣き岩に祈願しにいったのかもしれません。やや小ぶりな夜泣き岩にとって、彼女の大きな岩は最

高のお供え物だったはずです。ところが忘れ物を取りに帰ってみると子どもの夜泣きはおさまっていたので、荷

物は夜泣き岩に捧げられ

ないまま、交通を妨げる

邪魔ものとして取り残さ

れたのかもしれません。

こうした空想を重ねたく

なる伝説と祭りに満ちた

地域です。 

（大歳史談会、 

文責：武波義明） 馬庭の大岩 五の宮跡の近くにある「夜泣き岩」 


